
- 1 -

 
速報第３７２２号  ５年・３定 質 広田　まゆみ　委員  
Ｒ５.１０.６発行 道議会における質疑・質問及び答弁要旨 文教委員会 問 民主・道民連合  
総 務 課 扱 １０月５日 者 （札幌市白石区）  

 
質　　疑　・　質　　問 答　　　　　　　　　弁 担 当 課  

 
    一　道立学校施設への冷房設備設置等について

 　私としては、このことに対する対応が気候変動や
 ゼロカーボン推進に関して、道教委がどう対応する
 かという姿勢の表れだと感じておりますので、改め
 て伺っていきたいと思います。
 

（一）議会議論を踏まえての今後の対応について （総務政策局長） 施 設 課  
 　今議会中に、我が会派もそうですが、各会派、各 　学校における空調設備の整備についてでございます
 議員からも学校のクーラー設置について、活発な議 が、学校は児童生徒が一日の大半を過ごす学習の場で
 論があったところでございます。道教委として、そ あることから、熱中症の防止はもとより、安全・安心

  れらの意見を踏まえて、どのように市町村の意向な で快適な教育環境の確保は重要であります。
 どを集約し、どのように支援していく考えか、改め 　本年度は、真夏日や猛暑日が増加したことから、市
 て伺います。併せて、道立高校におけるクーラー設 町村などから学校等への冷房設備整備について要望が
 置の準備作業をどのように進めていく考えか、スケ 上がっているところでございまして、北海道公立文教
 ジュール的なものも含め、道教委としての現時点で 施設整備期成会などを通じ、市町村の意向を確認しな
 の方向性を伺います。 がら、市町村立学校の整備に係る財政支援の拡充につ

  いて国に強く要望してまいります。
 　また、道立学校の冷房設備につきましては、国への
 支援策の要請とその活用を図りながら、可能な限り設
 置できるよう速やかに検討を進めてまいります。
 
 （二）道立学校における長寿命化診断や断熱性など

  の状況調査について
 　マスコミなどいわゆる世論や、インターネットを
 活用した高校生による署名活動など、クーラー設置
 の声は非常に高いものと私としても認識しておりま
 す。一方で、ゼロカーボンなど統合的な施策の視点
 に立てば、断熱構造の低い躯体に、ただ、クーラー
 を設置することには、非常に問題があると私として
 は危惧します。そうした状況は、子どもたちの未来
 のために、教育効果としても良くないと考えます。
 　全国的にも、8月29日に地球温暖化など環境問題
 に取り組む有志の団体、全国的なネットワークです
 けれども、2万6000人余りの署名とともに、全国の
 学校の教室で断熱改修を早急に進めるよう要望書を
 永岡文部科学大臣に、直接、提出されたことがテレ
 ビ報道などでもされておりました。この団体による
 と、断熱性が低いために冷房が十分に効かない教室
 があり、調査では７℃くらい違うようです。この危
 険な暑さから子どもたちを守るためにも、全国の学
 校の教室で断熱改修を早急に進めるよう求めている
 ところでございます。温暖化対策の観点で道庁とも
 議論しているのですけれども、道立高校だけではな
 く道全体として、長寿命化診断は、順次、行われて
 いますが、躯体の断熱診断などは全く行われていな
 いのが現状であると認識をします。
 

１　長寿命化診断など道立学校施設の課題について （施設課長） 施 設 課  
 　道立学校における長寿命化診断や断熱性などの状 　長寿命化診断についてでありますが、築47年経過し

況調査について伺っていきたいと思いますが、まず、 た建物について、診断を行った結果、更に20年間使用  
 長寿命化診断について伺います。道立学校における 可能な建物については、計画的に長寿命化改修を行う
 長寿命化診断の現状を伺うとともに、それを踏まえ こととしておりまして、今年度は６校の工事を実施し

  て、修繕計画などがどのようになっているのか伺い ております。
 ます。また、今後、長寿命化診断の対象となる学校 　今後、令和６年度は５校、令和７年度は12校、令和
 がどの程度あり、予算の確保など道教委として、ど ８年度は10校、令和９年度は７校、令和10年度は５校
 のように対応していく考えか伺います。 を対象として長寿命化診断を予定しておりまして、診
 断結果に基づき、必要な予算を確保しながら、長寿命
 化改修工事を実施することとしております。
 

  （意見）
 　長寿命化診断の対象が増えていくという認識をし
 ました。
 

２　躯体の断熱の調査の必要性や財源の確保につい （施設課長） 施 設 課  
て 　断熱性の課題についてでありますが、道立学校校舎  
　今後、クーラー設置を進めていく中で、長寿命化 の躯体には、断熱処理がなされておりますが、建築年
だけではなく、躯体の断熱の状況もチェックし、必 数が古い建物は、十分な断熱性能を有していない場合
要な改修などを進めていく必要性があると考えます もあるため、大規模改造工事時において建物の状況を
が、必要性について、道教委の認識を伺うとともに、 確認しながら整備を進める必要がございます。 
現状で、道立学校における断熱性の課題などについ 　道教委といたしましては、空調設備の能力を十分に
ては、どのように把握しているのか伺います。 発揮するためには、建物に適切な断熱性能が必要と考
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質　　疑　 ・　質　　問 答　　　　　　　　　弁 担 当 課  
 

　また、今後、小中学校のクーラーの設置が進むで えておりまして、より効果の高い空調設備の整備のあ  
あろう市町村に対しても、断熱に関する必要な財源 り方について市町村とも情報共有しながら、取り組ん  
措置を、脱炭素、気候変動対策として、中央政府に でまいります。  
求めていくべきと考えますが見解を伺います。  
　併せて、道立学校の施設整備に関しても、特に、  
今後気候変動対策にかかわるものに関しては、道単  
独ではなく、中央政府にも対応を求めるべきと考え  
ますが、見解を伺います。  

 
３　道立学校の断熱対策について （施設課長） 施 設 課  

 　断熱を中心に伺ってまいりましたけれども、ゼロ 　道立学校校舎の断熱性能についてでありますが、道
 カーボンの施策と呼応して、長野県などでは、ヒー 立学校においては、一枚窓など断熱性が十分ではない
 トショックなどによる死亡や健康寿命の低下を防ぐ 校舎も存在いたしますが、校舎の気密性を向上させる

ために、断熱対策に補助制度を設けるなど積極的に ためには、大がかりな工事が必要となりますことから、  
 取組を進めています。長野県の担当者にお話を聴い 大規模改造工事等に合わせて断熱性能の改善を図って
 たところ、北海道は、断熱対策では、長野県の30年 いるところでございます。
 以上先を行っており、北海道から技術者に指導に来
 てもらっているということで、北海道標準に追いつ
 くのが目標だとのことであり、改めて、北海道が蓄
 積した優位性としても認識したところであります。
 　ところが、そんな中で北海道において、まだ、一

枚窓など、断熱基準が低い道立学校があるとしたら、  
 まず、早急に改善すべきと思いますが、見解を伺い
 ます。
 

    （指摘）
   　断熱改修というのは、経費がかかるということは
   私も承知をしております。しかし、大規模改造工事
   の例えば、長寿命化診断のサイクルだとか通常の大
   規模改造工事のスケジュールに合わせて、一枚窓を

放っておくというのは、如何なものなのでしょうか。    
やはり、ゼロカーボン推進基金の使い方については、    

   一般質問でも議論させていただきましたが、少し課
   題があると感じていますが、他の各部で出している
   いろんな充当事業を見ますと、道教委としましても
   少なくても一枚窓はないだろと私は思うわけですけ
   れども、ぜひ、ゼロカーボン施策との連動も含めて
   検討を進めていただくよう指摘をさせていただきた

 いと思います。
 

４　教育的なとりくみの検討について （学校教育監） 高校教育課  
　すべてにおいて、道教委ですから、地域と協働し 　学校における環境等に関する取組についてでござい 義務教育課  
た教育的な取組につなげる必要があるのではないか ますが、児童生徒が本道の気候特性を題材とした環境  
と考えます。 教育に取り組むことは、地域の課題等を学習活動に生  
　今、先ほども事例で話しましたとおり、インター かすという点で重要であります。  
ネットで高校生自らがクーラー設置の署名を集めた 　道内の高校では、「総合的な探究の時間」や「課題  
りという活動も出ている中です。長野県の県立高校 研究」の科目等において、教科等横断的な探究活動に  
では、2020年から、地域の企業や団体と連携して校 取り組んでおり、一部の高校においては、現代の高気  
舎の一部を実験的に、DIYのワークショップ形式で、 密・高断熱住宅の推進と換気による熱損出という課題  
断熱改修するプロジェクトが行われています。 に対応するため、住宅等から排出される余剰熱の再利  
　このプロジェクトは、学校などの公共施設でも強 用方法について考察をすることや、雪氷冷熱エネルギ  
度を保ったまま、自らが断熱改修できることや、一 ーの活用について研究するなどの学習活動を行ってお  
時的にお金はかかるものの、将来的に考えれば、コ ります。  
スト及び温室効果ガスの削減をしながら、ここがポ 　道教委といたしましては、各教科での学習を実社会  
イントなんですけれども、生徒自身もそこに介す人 での問題発見・解決に生かしていく教科等横断的な教  
間自身も快適な空間を作れることを実証し、断熱改 育を推進する「S-TEAM教育推進事業」において、こう  
修を、地域の必要性も含めて、県立高校として県の した取組を好事例として道内の高校に紹介するととも  
施策に貢献していると思うのですが、その断熱改修 に、引き続き、地域の教育資源を活用した体験的な学  
を広めることを目的として行ったものと聞いていま 習活動が推進されるよう取り組んでまいります。  
す。その後、断熱改修を行った教室と行っていない 　また、小・中学校においても、総合的な学習の時間  
教室を比較し、その効果を検証したとされています。 で温暖化など環境に関するテーマを設定している学校  
　断熱技術は北海道が優位にあり、技術者も多くい があり、道内の市町村教育委員会や小中学校等に対し、  
るわけですから、こうしたプロジェクトを参考事例 道立高校での実践内容の成果を普及するなどして、児  
に、道立高校として、断熱改修や温暖化対策の地域 童生徒が、現代社会における地球規模の様々な課題を  
をまきこんだ教育に、より積極的に取り組むべきで 自分事として捉えるとともに、解決に向かって考え、  
はないか、また、そうした取組に挑戦する小中学校 行動する力を身に付ける教育を推進してまいります。  

 を支援することも、道教委の役割と考えますが、見
 解を伺います。
 

  （指摘）
 　好事例を道内の高校に紹介するのではなくて、ゼ
 ロカーボン推進という施策との関連性も含めて、具
 体的な事業として、道教委としても御検討いただき

  たいと思います。
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質　　疑　 ・　質　　問 答　　　　　　　　　弁 担 当 課  

 
　そして、「S-TEAM教育推進事業」とか、例えば、
住宅等から排出される余剰熱の再利用方法について
考察ということで、生徒も手を動かしたり体験をし
ながらやっているというふうに思いますが、ここで

 事例を紹介させてください。
　私はずっと森のようちえんとか自然保育というと
ころで、現場の話を聞いたりしているけれども、例
えば、森に子どもたちを放ってもなかなか本当の意
味で森に関心をもってくれないんですけれども、子
どもたちの目の色が変わったのは、冬を控えて、大
人たちが間伐材を一生懸命に集めて薪を割り出した
ときです。ストーブに薪を使わなければいけないか
ら、真剣に森で集めている姿を見たときに、自分た
ちの生活に森が関わっているということが分かっ
て、子どもたちの目の色が変わったんですよね。と
いう意味では、長野県の１つの事例ですけれども、
暮らしと自分たちの学びが、そのことがどう関わっ
ているかということをやるから探究とか体験の学習
なのであって、ぜひ、先ほどもお話しましたけれど
も、断熱技術は北海道が優位にあり、他の県に研修
に行っている技術者も多くいるわけですから、重ね
て、ゼロカーボン推進基金の在り方についてはいろ
いろな議論はあるし、私も納得いかない部分はあり
ますけれども、少なくとも未来の子どもたちが将来
発注者になったり、自分が家を建てたりするときに、
躯体の断熱が大事だということをちゃんと理解する
こともとても必要ですし、北海道にそういう技術が
あっても、30年先に行ってて他の県がそれを目標に
しているということを体感すれば、皆さんがやって
いるキャリア教育にも効果があると思いますので、
ぜひ御検討いただくよう、また、改めて、次の議会
でもしっかり議論したいと思いますけれども、ぜひ、
道教委としても主体的な検討をお願い申し上げまし
て、質問を終わります。


